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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　水中で用いられるケーブルであって、
　ケーブル本体と、
　前記ケーブル本体の外周表面を覆うように、互いに並行して螺旋状に巻き付けられた複
数の波付き素線を有する鎧装部
　とを備えることを特徴とするケーブル。
【請求項２】
　前記複数の波付き素線のそれぞれは、波付き素線の延伸方向に外径を波状に変動させた
ことを特徴とする請求項１に記載のケーブル。
【請求項３】
　前記複数の波付き素線のそれぞれは、素線を波状に曲げを設けたことを特徴とする請求
項１に記載のケーブル。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、海底や水底に布設されるケーブルに関する。
【背景技術】
【０００２】
　海底油田や洋上風力発電の設備などでは、海底や海中を渡って電力や信号などを伝送す
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るケーブルが用いられる。このような水中で用いられるケーブルは、漁具や錨などによる
衝撃を受けても損傷しないように、鉄線の鎧装が外周に設けられている。経済産業省省令
、電気設備技術基準に基づき、直径６ｍｍもしくは直径４ｍｍ以上の強固な亜鉛メッキ鉄
線が適用されるのが通例である。
【０００３】
　しかし、単一の鉄素線を用いた鎧装では、可撓性が劣り、ケーブル布設の際の作業性が
悪くなる。ケーブルの可撓性を向上させるため、複数の鉄線を撚り合せた撚線を鎧装に用
いることが提案されている（特許文献１参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開昭５３－１４６１８９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　上述の提案は、可撓性を向上させることはできるものの、ケーブル保護の観点において
は、単線による鎧装より強度が劣り問題となる。即ち、撚線の鎧装では、強固な物体が衝
突した際、比較的小さな応力であっても容易に潰れ変形してしまう。そのため、内部のケ
ーブルコアに衝撃が伝わってしまい、保護することができない。海底ケーブルの鎧装とし
ては、撚線は単線に比べて堅牢性の面で著しく性能を損なう。
【０００６】
　上記問題点を鑑み、本発明の目的は、堅牢性を維持することができ、可撓性を向上させ
ることが可能なケーブルを提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明の一態様によれば、水中で用いられるケーブルであって、ケーブル本体と、ケー
ブル本体の外周表面を覆うように、互いに並行して螺旋状に巻き付けられた複数の波付き
素線を有する鎧装部とを備えるケーブルが提供される。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明によれば、堅牢性を維持することができ、可撓性を向上させることが可能なケー
ブルを提供することが可能となる。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】本発明の実施の形態に係るケーブルの一例を示す概略図である。
【図２】本発明の実施の形態に係るケーブルの鎧装部に用いる素線の一例を示す概略図で
ある。
【図３】本発明の実施の形態に係るケーブルの鎧装部に用いる素線の他の例を示す概略図
である。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　以下図面を参照して、本発明の形態について説明する。以下の図面の記載において、同
一または類似の部分には同一または類似の符号が付してある。但し、図面は模式的なもの
であり、厚みと平面寸法との関係、各層の厚みの比率等は現実のものとは異なることに留
意すべきである。したがって、具体的な厚みや寸法は以下の説明を参酌して判断すべきも
のである。また図面相互間においても互いの寸法の関係や比率が異なる部分が含まれてい
ることは勿論である。
【００１１】
　又、以下に示す本発明の実施の形態は、本発明の技術的思想を具体化するための装置や
方法を例示するものであって、本発明の技術的思想は、構成部品の材質、形状、構造、配
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置等を下記のものに特定するものでない。本発明の技術的思想は、特許請求の範囲に記載
された技術的範囲内において、種々の変更を加えることができる。
【００１２】
　本発明の実施の形態に係るケーブルは、図１に示すように、線状のケーブル本体２及び
鎧装部７を備える。ケーブル本体２は、線状の心線４及び心線４を被覆する外被６などを
有する。鎧装部７は、複数の波付き素線８を有する。波付き素線８は、ケーブル本体２の
外周表面を覆うように、互いに並行して螺旋状に巻き付けられる。
【００１３】
　ケーブル本体２は、電線や光ファイバケーブルなどの線状体である。ケーブル本体２が
電線の場合、心線４は導体であり、外被６は絶縁体などを含む。ケーブル本体２が光ファ
イバケーブルの場合は、心線４は光ファイバ心線であり、外被６は樹脂シースなどを含む
。また、ケーブル本体２は、１つの線状体でもよく、複数の線状体であってもよい。例え
ば、ケーブル本体２として、海底探査や海中での調査、海底油田、及び洋上風力発電など
の水中に半固定的な状態で運用される電線、あるいは水中を移動する船体の表面に露出す
る電線などが用いられる。
【００１４】
　鎧装部７の波付き素線８には、例えば鉄線や亜鉛メッキ鉄線などの素線が使用可能であ
る。波付き素線８は、図２に示すように、波付き素線８の延伸方向に、所定のピッチＰで
外径Ｄを波状に変動させている。波付き素線８の外周表面は、変動振幅Ｖの波形となる。
波付き素線８は、通常の単一の鉄素線に比べて、可撓性が著しく向上する。
【００１５】
　例えば、外径Ｄの平均値を４ｍｍ～６ｍｍとし、波付き素線８の外周表面での変動振幅
Ｖを１ｍｍ～４ｍｍ、ピッチＰを２ｍｍ～１８０ｍｍとすることが望ましい。外径Ｄが４
ｍｍより細く、変動振幅Ｖが４ｍｍより大きい場合、波付き素線８の強度が低減して鎧装
部７の堅牢性が損なわれる。ピッチＰが上記の範囲外であれば、波付き素線８の可撓性が
低減する。また、外径Ｄが６ｍｍより太く、変動振幅Ｖが１ｍｍより小さい場合、波付き
素線８の可撓性が低減し、鎧装部７の可撓性も損なわれる。
【００１６】
　通常の海底ケーブルは、基本的に海底に着底あるいは埋設される。したがって、海底ケ
ーブルが動くことを考慮する必要はない。一方、浮体式洋上風力発電などにおいては、海
底から海面付近にケーブルを立ち上げる必要がある。このような海底から立ち上げるライ
ザーケーブルでは、波浪や潮流による動揺に対応するため、堅牢性に加えて可撓性が重要
な要素となる。
【００１７】
　本発明の実施の形態では、複数の波付き素線８を、ケーブル本体２の外周表面を覆うよ
うに互いに並行して螺旋状に巻き付けて鎧装部７を形成している。波付き素線８は、通常
の単一の鉄素線と比べ、強度はほぼ同等であるにも拘らず、可撓性が著しく向上する。そ
のため、鎧装部７は、堅牢であるとともに、十分な可撓性も実現することができる。その
結果、水中に布設された場合の波浪や潮流による動揺に対応することができ、また、ケー
ブル布設の際の作業性を向上させることができる。
【００１８】
　また、線状体などの物体の表面が平滑である場合、粘性を持った流体中において物体表
面から境界層が剥離して流れの中にカルマン渦が発生し、物体が応力を受ける。実施の形
態では、ケーブル本体２の外周表面を覆うように複数の波付き素線８が巻き付けられてい
る。波付き素線８は、上述のように表面が波状に変動している。したがって、無作為の方
向から到来する水流に対して、カルマン渦を低減することができ、水流による応力の低減
に有効である。
【００１９】
　なお、波付き素線８として、外径を波状に変動させた素線を用いているが、限定されな
い。例えば、外径を三角波状に変動させた波付き素線８を用いてもよい。あるいは、図３
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に示すように、波状の曲げを加えた波付き素線８を用いてもよい。この場合、鎧装部７の
強度を確保するため、波付き素線８の外径は、４ｍｍ～６ｍｍ程度が望ましい。また、可
撓性を確保するため、波付き素線８の曲げの変動振幅Ｖは１ｍｍ～４ｍｍ、ピッチＰは２
ｍｍ～１８０ｍｍとすることが望ましい。
【００２０】
　（その他の実施の形態）
　上記のように、本発明の実施の形態を記載したが、この開示の一部をなす論述及び図面
はこの発明を限定するものであると理解すべきではない。この開示から当業者にはさまざ
まな代替実施の形態、実施例及び運用技術が明らかとなろう。したがって、本発明の技術
的範囲は上記の説明から妥当な特許請求の範囲に係わる発明特定事項によってのみ定めら
れるものである。
【産業上の利用可能性】
【００２１】
　本発明は、水中に布設されるケーブルに適用することができる。
【符号の説明】
【００２２】
　２…ケーブル本体
　４…心線
　６…外被
　７…鎧装部
　８…波付き素線

【図１】 【図２】

【図３】
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